
2023年度教育後援会活動報告



1．2023 年度事業報告および決算 

（1）2023 年度事業報告
①役員会

［第 1 回］開催日：5 月 20 日（土）11：00～12：20（本学・オンライン）

1. 京都精華大学の概要・2023 年度概況

2. 2023 年度教育後援会について

3. 2022 年度事業報告及び決算

4. 2023 年度事業計画及び予算

5. 教育後援会会則の改定について

6. その他

［第 2 回］開催日：10 月 28 日（土）11：00～12：00（本学） 
1. 2024 年度総会及び教育懇談会の開催方針について

2. 2024 年度寄付事業の案について

3. 教育後援会会則の改定について

［第 3 回］開催日：2024 年 3 月 20 日（水・祝）13：30～14：40 （本学・オンライン） 
1．2024 年度役員会体制案 
2．2024 年度教育後援会活動案 
3．2024 年度寄付事業案 
4．その他 

②総会 開催日：7 月 1 日（土）

事前に資料を保護者へ送付し、議案に対してオンラインアンケートにて回答を募り、当日は、

教育後援会役員と学長、事務局にて回答数を確認し、全ての議案は可決となりました。後日、

会員保護者へ教育後援会 WEB サイトを通じてアンケート結果の報告を行いました。 
アンケート実施時期 2023年5月31日（水） ～ 6月19日（月） 

アンケート実施方法 オンラインでのアンケート入力方式

アンケート対象者（発送）数 3,652 名 

有効回答数（重複回答等除く） 80 名（回答率 2.2%） 

③教育懇談会

学長挨拶とキャリア講演会を動画で配信しました。教職員面談は、本学開催とオンライン開催

を以下の日程で行いました。

1．本学開催（教員面談）：7 月 1 日（土）13：00～17：30／参加件数：75 件

2．オンライン開催（職員面談）：7 月 8 日（土）13：00～17：30／参加件数 16 件

3．オンライン開催（教職員面談）：10 月 7 日（土）10：00～17：30／参加件数：31 件

④懇親事業

オンラインによる文化講演動画の配信を行いました。

配信期間：11 月 1 日（水）～11 月 30 日（木）

⑤寄付事業（詳細は別紙参照）

⑥活動報告文書の WEB アップ：2023 年 7 月

⑦教育後援会 WEB サイトの運営

随時、教育後援会に関わる情報を更新しており、総会、教育懇談会の案内、役員会等の議事録

を公開しています。WEB サイトは、日本、中国、韓国、アメリカで見られています。 

⑧生涯学習（公開講座ガーデン）参加支援

2023 年度は公開講座ガーデンの開講がなかったため、0 件でした。 
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（2） 2023 年度決算
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（3）2023 年度寄付事業実績報告

① 奨学金の充実

京都精華大学独自奨学金のうち、成績優秀者対象奨学金（給付・減免）の一部を賛助しました。

対象者 30 名、総額 10,082,500 円のうち、500 万円を教育後援会寄付金で賛助しました。

② キャリア支援活動の賛助

明窓館に全ての学生が自由に出入りでき、気軽に職員に相談ができる空間「キャリアパーク」の

設置費用の一部を賛助しました。

学生グループでは、進路就職のノウハウ情報を盛り込んだ本学オリジナル手帳を制作し、3 回生

を対象に配布しました。また進路・就活サポートに関する情報を冊子にまとめ、保護者に発送し

ました。総額 21,517,794 円のうち、700 万円を教育後援会寄付金で賛助しました。

〈本学オリジナル手帳〉（2023 年度制作分） 〈進路・就活サポートガイド〉

内容、詳細については配布資料をご覧ください。

③ 学内環境の整備支援

・食堂トイレの改修：食堂 2 階トイレの改修費の一部を賛助しました。

① 奨学金の充実 5,000,000 円 
② キャリア支援活動の賛助 7,000,000 円 
③ 学内環境の向上 10,000,000 円 
④ 食環境の充実 4,821,000 円 
⑤ 入学記念品 1,482,910 円 

合   計 28,303,910 円 
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・足元灯の設置：本学は山の中にあり、夜は暗く見えづらいため足元灯を設置しました。

④ 食環境の充実

昨年度に引き続き、食堂で月曜日～金曜日の通常授業日に「学生応援メニュー」を提供しました。

1 食 500 円のところ、200 円で販売できるよう、差額を寄付金から充当しました。第 1 クォータ

ーから第 4 クォーターの期間に販売し、合計 16,070 食、4,821,000 円を寄付金で補助しました。 

＜学生応援メニュー＞（一例） 

⑤ 入学記念品

2024 年度入学生に入学記念品（USB メモリー）の贈呈を行いました。総額 1,482,910 円となり

ました。
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2．2024 年度事業計画および予算 

（1）2024 年度事業計画

① 役員会

第 1 回役員会：2024 年 5 月 18 日（土）

第 2 回役員会：2024 年 10 月 26 日（土）

第 3 回役員会：2025 年 3 月 20 日（木・祝）（卒業式と同日開催予定）

② 総会

2024 年 7 月 6 日（土）（教育懇談会と同日開催予定）

6 月に全会員へ事前資料を送付し、オンラインアンケートにて議事に対する賛否について

回答を募り、当日は役員会形式にてアンケート結果と賛否数の確認を行います。総会の様

子はオンライン配信を予定しています。

③ 教育懇談会

2024 年 7 月 6 日（土）：オンライン教職員面談

2024 年 10 月 5 日（土）：オンライン教職員面談

④ 懇親事業

2024 年 11 月中

伝統文化に関わる講演会を開催予定

⑤ 寄付事業（詳細は別記）

⑥ 教育後援会 Web サイトの運営

⑦ 公開講座ガーデン受講支援

※上記内容は現時点での予定であり、諸事情により変更になる可能性があります。
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（2）2024年度予算

2024年度予算 2023年度実績

前年度からの繰越金 44,203,115 36,573,576
1年生 135 名 5,400,000 4,600,000
2年生 0 名 0 60,000
3年生 1 名 20,000 0
1年生 258 名 10,320,000 9,810,000
2年生 0 名 0 120,000
3年生 2 名 40,000 50,000
1年生 322 名 12,880,000 12,430,000
2年生 2 名 60,000 10,000
3年生 6 名 120,000 40,000
1年生 80 名 3,200,000 4,150,000
2年生 1 名 30,000 20,000
3年生 1 名 20,000 20,000
1年生 182 名 7,250,000 7,280,000
2年生 0 名 0 10,000

39,340,000 38,600,000
芸術学部 1年生 112 名 4,480,000 5,400,000
デザイン学部 1年生 256 名 10,240,000 10,320,000
マンガ学部 1年生 312 名 12,480,000 12,880,000
国際文化学部 1年生 250 名 10,000,000 3,200,000
メディア表現学部 1年生 168 名 6,720,000 7,250,000
編入・転学科・再入学等　想定分 250,000 290,000

44,170,000 39,340,000
6,000 21,829

127,719,115 114,535,405

奨学金の充実 5,000,000 5,000,000
キャリア支援活動への賛助 2,000,000 7,000,000
学内環境の整備支援 10,000,000 10,000,000
食環境の充実 6,030,000 4,821,000
入学記念品 1,440,000 1,482,910
令和6年能登半島地震被災学生支援のための寄付金 2,000,000 0

小計 26,470,000 28,303,910
イベントを除く案内の印刷・発送等経費 100,000 42,198
保護者向けWebサイト管理・整備費 132,000 132,000

232,000 174,198
各種イベント案内の印刷・発送等経費 700,000 591,043
総会・教育懇談会運営費 50,000 15,862
懇親事業運営費 400,000 414,577
大学公開講座受講支援 100,000 0

1,250,000 1,021,482
役員交通費 400,000 386,822
役員資料郵送費 50,000 0
会合費 50,000 36,000
記念品費 100,000 34,289
弔慰（供花・弔電等） 50,000 0

650,000 457,111
1,000,000 735,589

300,000 300,000
29,902,000 30,992,290
53,647,115 44,203,115
44,170,000 39,340,000
97,817,115 83,543,115

127,719,115 114,535,405

収入の部

科 目 摘 要

前年度繰越金

2024年度　教育後援会予算
2024年4月1日から2025年3⽉31⽇まで

会費収入

芸術学部

デザイン学部

マンガ学部

小計

国際文化学部 

メディア表現学部

前受会費収入

小計

受取利息

合 計

支出の部

科 目 摘 要 2024年度予算 2023年度実績

寄付金支出

会員への情報提供

小計

各種イベント運営費

小計

役員会運営費

小計

合 計

事務局運営費 補助スタッフ人件費

雑費 複数在籍者への会費返還分

支出計

繰越金

2024年度への繰越金

2024年度会計（前受会費）への繰越金

小計
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（3）2024 年度寄付事業

会則第 4 条第 2項「教育内容の充実・向上をはかり、教育環境の改善につとめる」に基づき、

大学の事業に対し、寄付を行います。 

① 奨学金の充実 5,000,000円 

② キャリア支援活動への賛助 2,000,000円 

③ 学内環境の整備支援 10,000,000円 

④ 食環境の充実 6,030,000円 

⑤ 入学記念品 1,440,000円 

⑥ 令和 6年能登半島地震被災学生支援のための寄付金 2,000,000円 

合   計 26,470,000円 

① 奨学金の充実

京都精華大学独自奨学金のうち、成績優秀者対象奨学金（給付・減免）の一部を賛助します。 

② キャリア支援活動への賛助

学生グループでは、就職活動をスタートする学生を支援するための情報を盛り込んだ本学オリ

ジナル手帳、保護者向けの進路・就活サポートに関する冊子を制作しています。そのほか、毎

年最新版を更新する学生貸出し用のキャリア関連書籍の購入、外国人留学生就職支援補助にか

かる費用の一部を賛助します。

③ 学内環境の整備支援

学内共有部分の修繕改修、また、キャンパス内の屋外照明の設置改修にかかる費用の一部を賛

助します。

④ 食環境の充実

昨年度に引き続き、食堂で野菜たっぷりの学生応援メニューを販売します。応援メニューにか

かる経費の一部を寄付金から充当します。

⑤ 入学記念品

2025年度入学生に向けて、本学ならではの入学記念品を贈呈します。

⑥ 令和 6年能登半島地震被災学生支援のための寄付金（議事 6で説明）
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（4）役員について

2024 年度の役員候補者は以下の 12 名です。なお、京都精華大学学長の澤田昌人氏が教育後援会顧問を

務め、運営事務は経営企画グループが担当します。

［継続］

氏名 役職 学部 コース・専攻 学年 居住地

塩路
シ オ ジ

 有紀
ユ キ

 会長 メディア表現 メディア情報 4 京都

井上
イノウエ

 孝
タカ

晴
ハル

 副会長 国際文化 歴史 4 千葉

小林
コバヤシ

 美智子
ミ チ コ

 会計 メディア表現 音楽表現 4 京都

篠崎
シノザキ

 聡
サトシ

監事 マンガ アニメーション 3 大阪 

椋本
ムクモト

 千鶴子
チ ヅ コ

 監事 デザイン 建築 3 滋賀 

佐々木
サ サ キ

 潤子
ジュンコ

 学部幹事 メディア表現 メディア情報 3 広島 

久保
ク ボ

園
ゾノ

 順子
ジュンコ

 学部幹事 マンガ アニメーション 4 福岡 

兒
コ

玉
ダマ

 修 一
シュウイチ

 学部幹事 マンガ カートゥーン 3 京都 

松本
マツモト

 高志
タ カ シ

 学部幹事 国際文化 グローバルスタディーズ 2 福岡 

［新任］ 

氏名 役職 学部 コース・専攻 学年 居住地 

高木
タ カ ギ

 隆
リュウ

次
ジ

学部幹事 メディア表現学部 専攻決定前 1 滋賀

小林
コバヤシ

 江
エ

美子
ミ コ

 学部幹事 デザイン デジタルクリエイション 1 京都

小栗
オ グ リ

 幹
ミキ

大
ヒロ

 学部幹事 国際文化 文学 2 岐阜

8



（5） 教育後援会 会則・弔慰取扱細則

京都精華大学教育後援会会則

(名称) 

第 1 条 本会は京都精華大学教育後援会と称し、事務所を京都精

華大学内に置く。

(目的) 

第 2 条 本会は京都精華大学の教育理念に賛同し、その一層の発

展を後援することを目的とする。

(会員) 
第 3 条 本会の会員は京都精華大学の学部生の学費支弁者(父母

等)をもって構成する。 
2 本会の目的に賛同する教育界・文化芸術界・財界・政界等の

諸氏をもって賛助会員を構成する。

(事業) 

第 4 条 本会は第 2 条の目的のため次の事業を行う。 

(1) 現代における青年の問題・大学教育の問題等について理解

を深め、意見を交換するための諸事業。

(2) 教育内容の充実・向上をはかり、教育環境の改善につとめ

ること。

(3) その他本会の目的達成に必要な諸事業。

(役員)

第 5 条 本会に次の役員を置く。

(1) 会長 1 名

本会を代表する。

(2) 副会長 2 名以内

会長を補佐する。

(3) 会計 1 名

決算の確認をする。

(4) 監事 2 名

会計の監査をする。

(5) 学部幹事 各学部 2 名以内

各学部の意見を代表する。

2 各役員は、役員会において前年度役員の中から互選し、必要

に応じて会員から役員募集を行う。

第 6 条 本会に顧問を若干名置くことができる。 

2 顧問は役員会の推薦により選任し、主要案件の審議に参加す

る。ただし、その内に学長を含む。

第 7 条 役員の任期は 2 年とする。ただし、再任を妨げない。 

(会議) 

第 8 条 本会は、次の会議をもつ。 

(1) 総会

(2) 役員会

第 9 条 総会は本会の最高決議機関で、年 1 回開くものとする。

ただし、必要に応じて臨時総会を開くことがある。

第 10 条 会の議決は出席者の過半数をもって決定する。 

第 11 条 役員会は必要に応じ、会長がこれを招集する。 

第 12 条 役員会は役員の 2 分の 1 で成立し、議決は出席者の多

数決による。

(会計) 

第 13 条 本会の経費は会費、寄付金、その他の収入をもって充

てる。

第 14 条 本会の会費は年額 10,000 円とする。 

2 同時に在籍する複数学生の学費支弁者(父母等)は学生 1 名分

の会費とする。

第 15 条 本会の会計年度は毎年 4 月 1 日に始まり、翌年 3 月

31 日に終わる。 

(細則) 

第 16 条 本会則に定めのないものの取扱いについては、細則で

定めるものとする。

(改廃) 

第 17 条 本会則の改廃は総会において行う。 

附 則

1 本会の事務は、京都精華大学職員中より会長がこれを委嘱す

る。

2 本会則は 1972 年 10 月 30 日から施行する。 

3 本会則は 1974 年 11 月 3 日に改定し、1975 年 4 月 1 日より

施行する。

4 本会則は 1976 年 11 月 3 日に改定し、1977 年 4 月 1 日より

施行する。

5 本会則は 1978 年 11 月 3 日に改定し、1979 年 4 月 1 日より

施行する。

6 本会則は 1990 年 11 月 3 日に改定し、1991 年 4 月 1 日より

施行する。

7 本会則は 1997 年 11 月 3 日に改定し、1999 年 4 月 1 日より

施行する。

8 本会則は 1998 年 11 月 3 日に改定し、1999 年 4 月 1 日より

施行する。

9 本会則は 1999 年 10 月 17 日に改定し、2000 年 4 月 1 日より

施行する。

10 本会則は 2003 年 10 月 26 日に改定し、2003 年 4 月 1 日よ

り適用する。

11 本会則は 2008 年 7 月 20 日に改定し、2009 年 4 月 1 日より

適用する。

12 本会則は 2020 年 6 月 20 日に改定し、2021 年 4 月 1 日より

適用する。

京都精華大学教育後援会弔慰取扱細則

＜目 的＞

第 1 条 この細則は、「京都精華大学教育後援会会則第 16 条」

に基づき、教育後援会会員等に対する弔慰の取扱について定める

ものとする。

＜弔慰の方法＞

第 2 条 弔慰の方法は、供花ならびに弔電をもって行うものとす

る。

＜対 象＞

第 3 条 弔慰を行う対象は学部生本人および教育後援会会員（学

費支弁者）とし、会員に配偶者がある場合はその配偶者も対象と

する。

＜特別措置＞

第 4 条 本細則に定めのない者で、弔慰をあらわすことが適当と

認められる場合は、教育後援会長の提案により行うものとする。

＜改 廃＞

第 5 条 本細則の改廃は、役員会にて行う。 

＜附 則＞

1．本細則は 2008 年 7 月 20 日に制定し、2009 年 4 月 1 日から

施行する。
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